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　伯耆町には100人近い外国籍の方が生活さ

れています。言葉、文化、生活習慣も違う日

本で、同じ町民としてお互いに尊重しあい、

共に暮らしていくために、どのようなことが

大切でしょうか？

　新井良穂さんは、人権教育推進員として活

躍される以外にも、長年のＰＴA活動を通じ

て集まった仲間と共に「劇団ピュア」の一員

として人権劇にも取り組まれています。

　多文化共生を考えながら、さまざまな人権

問題を考えてみませんか？

　普段着で参加できる会ですのでお気軽にお

越しください。

【日時】１０月２０日（金）１９時３０分～

【場所】日光公民館　　伯耆町大滝

【講師】米子市人権教育推進員

　　　　新井良穂さん

ひまわりセミナー　～やさしい人権講座～　開催
「国籍を越えて～共に生きる～」

　実践交流会は2部構成で、1部は講演会、2

部はコンサートです。

　講師に、鳥取大学医学部教授の藤井輝明さん

を招き、血管腫という病気で「ばけもの」といじ

めにあいながらも、笑顔を絶やさず、「病気があ

ったからこそ今の自分がいるのだ」という前向

きなエネルギーと、感謝の気持ちにあふれてい

る生きざまをお話いただきます。

　第2部は溝口中学校のＰＴＡによる人権コ

ンサートで、皆さんのよく知っている曲を身近

なお父さん、お母さん、先生が演奏されます。

　誘い合わせてお出かけください。

【と　き】１１月４日（土）　　

【ところ】伯耆町鬼の館　ホール

【講演会】午後1時30分～

【講　師】藤井輝明さん（鳥大教授）

～笑う顔には福来る～

人権コンサート　午後３時～

溝口中学校ＰＴＡ

人権･同和問題実践研究交流会
溝口中ＰＴＡ人権コンサート

～笑う顔には福来る～タッチ先生の心の看護学

　県立博物館は、生活や郷土の変化を記録するため、写真・映像の収集・保存を行っています。

　この展覧会では、社会変化によって忘れられつつある昭和の生活を、県民から寄せられた写真・

映像で紹介します。

　と　き：平成１８年１０月７日（土）～１0月２３日（月）

　ところ：町立岸本公民館

　内　容：写真パネル

　　　　　　戦時中のこども、鳥取地震直後の鳥取市、米子駅前の変遷、倉吉線最後の日など

　　　　　映像資料

　　　　　　昭和４０年代の「山陰放送」のニュース映像

【問合わせ先】教育委員会事務局人権政策室
　
62-0713

【問合わせ先】岸本公民館
　
68-3617
【問合わせ先】住民生活課　生活環境室　
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　国民年金が任意加入だったころに、加入していなかったため、障害基礎年金等の受給

権がない障害者の方に対して、福祉的措置として「特別障害給付金制度」が平成１７年

４月に創設されました。

　

１．支給の対象となる方

（１）昭和６１年３月以前に国民年金任意加入対象であった厚生年金・共済組合等に加

　　　入または受給等していた方の配偶者

（２）平成３年３月以前に国民年金任意加入対象であった学生

　　　で、当時任意加入していなかった期間内に障害の原因となった傷病の初診日があり、

　　　現在、障害基礎年金１、２級相当の障害状態にある方が対象です。

　　　※障害基礎年金、障害厚生年金、障害共済年金などを受給できる方は対象になり

　　　　ません。

２．給付金の支給について

　　請求書を受付けした月の翌月からとなります。すべての書類が揃わなくても請求書

　　の受付けはします。（受付時に不足した書類は後日提出してください。）

　　　
平成１８年度支給額

　　　　　障害基礎年金１級に相当する方：　月額　４９，８５０円

　　　　　障害基礎年金２級に相当する方：　月額　３９，８８０円

　　※ご本人の所得や年金等の受給状況によっては、支給が制限される場合があります。

３．請求書を提出するところ　　住民生活課生活環境室

　　　

４．必要書類

　　特別障害給付金請求書、障害の原因となった傷病の診断書、病歴等申立書などです。

　　個々によって必要書類が違いますので、詳しくは米子社会保険事務所給付課にお問

　　い合わせください。

岸本駅前（昭和４３年） 岸本駅前（昭和６３年）

鳥取県立博物館巡回展


